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聖徳太子の

誕生地伝説

厩戸と上宮





敏達天皇3年(574)誕生

推古天皇30年(622)逝去

数え年49歳



厩戸(うまやど)



『日本書紀』
推古天皇即位前紀

用明天皇の皇后穴穂部間人(あなほべのは
しひと)皇后が出産の日に、馬官の厩(うま
や)の戸に、つきあたり、突然出産したの
で、太子は厩戸王(うまやどのおう)とよば
れたという。



聖徳太子絵伝(東博)







久米邦武『上宮太子実録』
(九〇三( 明治三十六)年の
『聖徳太子実録』

景教(キリスト教のネストリウス派)が
中国に伝来していたので、キリスト
生誕のモチーフが『日本書紀』の聖
徳太子誕生の記述に影響を与えた。



久米邦武(1839ー1931)



「遣唐学生学僧が羅馬の天主教を聞伝へたると
いふを怪まず」。

「耶蘇教の支那に伝播し、其説を太子の伝に付
会しあるといふも、決して牽強の説とは聞こと
ながるべし」





「キリストの降誕と厩戸皇子は
偶然のいたずら」

『日本書紀』にキリスト関連の
記事が出ない。



？





『新約聖書』「ルカによる福音書第１章」「処
女懐胎」。

大天使ガブリエルが、ナザレというガリラヤの
町の一処女マリアに、告げる。
「あなたはみごもって男の子を産むでしょう。
その子をイエスと名付けなさい」と。このガブ
リエルからもたらされた告知によって、マリア
は精霊との間の子、イエスを産む。





『聖徳太子伝暦』（欽明天皇）三十二年。
僧、妃に向かって「私には救世の願があります。
願えれば、しばらく皇后のお腹に宿りたい」と
言った。妃は、誰かと問うた。
僧は「われは救世の菩薩である。家は西方にあ
る」と答えた。
妃は「私のお腹はよごれています。どうしても
貴い方を宿すことはできません」と答えた。



「われは、汚れていることは、かまわない。
まことに稀な人間に感じて欲しい」と
僧が言うと、妃は「あえて、断りはしません。
ともかくおしゃっていることに従いましょ
う」と答えた。僧、喜びて口の中に入った。
妃は、驚き、喉の中、物を呑むような感じが
した。妃は、大いに珍しいことだと皇子に語
る。皇子は、「あなたが出産すると必ず聖人
を得る」この後始めて娠んだことを知る。



穴穂部間人(はしひと)皇女

埿部(はしひと)穴穂部皇女

はしひと→波斯(はし)人(ペル
シャ人)



京都府京丹後市間人(たいざ) ？



京都府京丹後市間人(たいざ)



聖方位
渡辺豊和氏らの仮設
ペルセポリスと日本の巨大前方後円墳および
主要神社、仏閣に共通する不思議な方位とし
て発見、真北から20度西に振った特別な北を
持つ方位。。北が20度西に振れている角度。
ペルセポリス、バビロンなど多くの実例



聖方位
冬至の深夜の太陽シリウスの位置に関係する。
冬至の深夜12時が新年の始まり。シリウスは大
体南南東の夜空に輝く。基本的には真南から20
度ほど東に振れた角度の空。そのシリウスを遙
拝したとすると、その背中に当たる真後ろの方
角は真北から20度西に向くことになる。



ゾロアスター教のティシュトリヤは、
シリウスを神格化した星と慈雨の神



ぺルセポリス

アケメネス朝
ペルシア帝国の都
紀元前330年ころ









次回に 上宮
について、お話

させていただき
ます



ご清聴ありがとうござ
いました


